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全体の流れ 
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テレビパブリシティ定義 

4 

テレビパブリシティの例 
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NHK 日本テレビ TBS フジテレビ テレビ朝日 テレビ東京 

研究動機 
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http://www.nhk.or.jp/n-stadium/
http://www.nhk.or.jp/kawaii/
http://www.nhk.or.jp/buratamori/
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問題意識 
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テレビパブリシティの効果 
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①直接的効果 ②間接的効果 

直接的効果とは 
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直接的な効果の例 
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(日経TRENDY,2008/12号） 

テレビ番組で化粧品を特集し、 
半年（1社）で100万本以上を販売し大ヒット。 

間接的な効果とは 
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間接的効果の説明 

12 （恩田,2011） 
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R3コミュニケーションの説明 
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R3コミュニケーションモデル 
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ソーシャルメディア 

サポーターを増やすための手段としてのＴＰの役割に注目 

間接的効果 

15 

間接的な効果の例 

ソーシャルメディア内で視聴者の口コミを介して 
テレビを視聴していない人も企業の情報を得る 

6月6日  twippleから 
@teruu_yosan 

@chu_ramu 
1月31日   TwitBirdから 

疑問 
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テレビ朝日でＴＰの効果を確認 
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テレビ局のソーシャルメディア連動事例 

18 

リアルタイムで視聴してもらうためにテレビ番組と 
ソーシャルメディアを連動させるようになった 
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テレビ局としては 

19 

消費者のコミュニケーションの変化 

20 

ソーシャルメディアの普及によって、 
消費者のコミュニケーションが「リアルタイム」に変化した 

21 

＆ 

リアルタイムに書き込みやすい環境になったため、視聴者は番組を 
視聴しながらソーシャルメディア内に書き込みをするようになった 

※「トリプルスクリーン」とはパソコン、 

    携帯端末、テレビの3つの画面。 

リアルタイムなコミュニケーション常識 

22 

ソーシャルメディア内では、リアルタイムなコミュニケーションが 
常識となるため、テレビ局は放送中に書き込みが起きやすい 
番組を制作する必要がある。 

企業からテレビ局へのPR 

23 

企業はテレビ局に自社商品をPRする際、番組をリアルタイムで 
見てもらえる企画を提案すると番組で取り扱ってもらえやすい 

企業A 

テレビ局 

企業B 

その意義 

24 

（本田,2009） 

「ソーシャルメディア内でリアルタイムに書き込みが 
起こりやすいＴＰの条件」を明らかにすることで、 
テレビ局が取り扱いやすい番組の企画書を提案できる 
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研究意義 
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研究目的 
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仮説の導出 
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（電通） 

ソーシャルメディア時代の 
新しい生活者消費行動モデル 

共感に注目 

28 

Sympathize 

共感する 

29 

１ 

２ 

３ 

４ 

Identify 

確認する 

30 
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Participate 

参加する 

31 

Share&Spread 

共有・拡散する 

32 

Identify（確認する）の有無による変化 

33 

（電通,2011） 

Identify（確認する）の有無 

34 

Identify確認が必要無い 

35 

番組を見て 

すぐに書き込むことができる 

Identify確認が必要 

36 

得た情報について客観的な見解が必要 
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「Identify 確認」が必要無い共感 
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１ 

２ 

３ 

４ 
称賛・支援的な共感 

「尊敬できる」「助けたい」 

情報価値的な共感 
「有益だ」「多くの人が知るべきだ」 

仮説 

「同意的共感」や「感情的共感」を与える番組で 

商品・サービスを紹介する方が、 

「情報的価値共感」や「称賛・支援的共感」を 

与える番組で紹介するよりも 

インターネットコミュニティ上にその情報が 

リアルタイムで書き込まれる傾向が高い。 
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調査概要 

39 

調査にあたって 
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質問 

41 

クロス集計表 

42 
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43 

分析結果 
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学術的インプリケーション 

45 

実務的インプリケーション 
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